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令和元年度　社会参加推進センター開催事業報告
事業名 開催日／場所 参加者数 テーマ・内容等

家族教室開催
事業（知的）

７月 27 日（土）
埼玉会館
ラウンジ

88名 知的・発達障がいのある人の住まいと高齢化
講師：又村　あおい氏
　　　全国手をつなぐ育成会連合会機関紙編集員

家族教室開催
事業（身体）

８月３日（土）〜
毎週土曜日全 10 回
下落合コミュニティセンター
第 2 集会室

150名
15×10

難聴者・中途失聴者・家族のための手話教室
〜手話を学び、スムーズなコミュニケーションを図る〜
講師：渕澤　ムツ子氏　さいたま市聴覚障害者協会

家族教室開催
事業（精神）

９月８日（日）
浦和コミュニティセンター
第 15 集会室

66名 今、家族にとって大切なことは…
〜精神障がいを持つ人と家族が地域でくらしていく〜
講師：横山　恵子氏　埼玉県立大学保健医療看護学教授

家族教室開催
事業（知的）

９月 18 日（水）
埼玉会館
ラウンジ

51名 新しい働き方をデザインする
〜超短時間雇用 IDEA モデル〜
講師：近藤　武夫氏　東京大学人間支援工学分野准教授

生活訓練開催
事業（身体）

９月 28 日（土）
浦和コミュニティセンター
第 15 集会室

58名 障害があってもありのままに生きたいんです！
講師：矢口　教介氏　筋ジストロフィー当事者
　　　児玉　慶子氏　患者家族から患者本人となる

生活訓練開催
事業（身体）

10 月６日（日）
埼玉トヨペット㈱
本社 3 階会議室

66名 和楽器の音色で楽しくあそぼう！
講師：秀氏　AUN J クラッシクオーケストラ
　　　山田　路子氏　AUN J クラッシクオーケストラ

生活訓練開催
事業（身体）

10 月 17 日（木）
大宮ふれあい福祉センター
301 − 303 会議室

50名 視覚障害者への意思疎通支援とは？
講師：杉渕　英俊氏　厚生労働省地域生活支援係
　　　鈴木　孝幸氏　神奈川県視覚障害者福祉協会理事

生活訓練開催
事業（身体）

10 月 19 日（土）
大宮ふれあい福祉センター
301 − 303 会議室

89名 「聴覚障害者のための特別講演」
〜プラスのエネルギー〜
講師：岡本　かおり氏・TAaKA 氏

家族教室開催
事業（身体）

11 月 18 日（月）
浦和コミュニティセンター
第 15 集会室

78名 重度障害者と災害　　〜重度障害を持った当事者と家族は
どのように災害に対応するべきか〜
講師：斎藤　なを子氏　鴻沼福祉会常務理事

生活訓練開催
事業（精神）

11 月 30 日（土）
浦和コミュニティセンター
第 14 集会室

28名 共に作ろうみんなの輪 PART12
〜よりよい人間関係をつくるために〜
講師：相川　章子氏　聖学院大学教授

家族教室開催
事業（知的）

12 月 22 日（日）
浦和コミュニティセンター
音楽室 6

80名 大きな声でみんなで楽しく歌いましょう！
〜うたごえ広場〜
講師：山田　ちづ子氏　大宮・与野歌声サロン開催

家族教室開催
事業（精神）

令和２年１月 11 日（日）
浦和コミュニティセンター
第 15 集会室

75名 高次脳機能障害者の社会参加
〜必要な支援・サービスについて〜
講師：曾田　玉美氏　目白大学教授　他当事者 3 名

家族教室開催
事業（身体）

１月 28 日（火）
大宮ふれあい福祉センター
301 − 303

63名 肝臓病ってなあに？　〜わかりやすい肝臓病のお話〜
講師：渡辺　　孝氏　埼玉肝臓友の会会長
　　　井原　金光氏　埼玉肝臓友の会事務局長

生活訓練開催
事業（身体）

２月 2 日（日）
浦和コミュニティセンター
第 15 集会室

70名 「オストメイトのための医療講習会」
腎臓と膀胱に関わる病気　〜前立腺と尿トラブル〜
講師：宮川　友明氏　自治医科大学泌尿器科医師

家族教室開催
事業（精神）

２月 23 日（日）
浦和コミュニティセンター
第 15 集会室

70名 精神科医療はどう変わるべきか
〜新たな精神保健医療福祉のあり方を目指して〜
講師：増田　一世氏　やどかりの里常務理事
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本
年
度
２
回
目
に
な
る
家
族
教
室

を
埼
玉
会
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
東
京
大
学
准
教
授
の
近
藤
先

生
に
お
越
し
頂
き
ま
し
た
。

演
題
か
ら
内
容
を
捉
え
ず
ら
い
と

の
声
が
出
た
が
「
新
し
い
働
き
方
」

を
構
築
し
て
講
師
と
の
連
携
で
川
崎

市
と
神
戸
市
で
実
践
し
て
い
る
方
で

す
。
障
害
の
あ
る
人
の
出
来
る
事
だ

け
を
見
つ
け
て
仕
事
に
結
び
つ
け

る
。
当
事
者
の
持
っ
て
い
る
時
間
だ

け
仕
事
を
し
て
賃
金
を
頂
く
。
出
来

な
い
事
を
さ
せ
な
い
事
。
無
理
な
時

間
ま
で
仕
事
を
し
な
い
事
。
ダ
ブ
ル

ワ
ー
ク
も
出
来
る
人
だ
け
可
能
。

雇
用
す
る
会
社
の
中
の
困
り
事
を

見
つ
け
て
細
分
化
し
て
、障
害
の
あ
る

人
の
仕
事
に
結
び
つ
け
る
マ
ッ
チ
ン

グ
す
る
事
で
短
時
間
雇
用
に
結
び
つ

け
る
考
え
方
を
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
に
無
い
働
き
方
の
提
案
で
す
。

し
か
し
、
現
時
点
で
は
、
障
害
者

雇
用
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
せ
ん
。

実
例
を
映
像
で
見
せ
て
頂
き
、
重

度
の
人
に
も
働
き
方
の
紹
介
を
頂
き

ま
し
た
。

講
師
の
ラ
ボ
と
他
市
と
の
実
践
を

紹
介
し
て
頂
く
と
会
場
か
ら
さ
い
た

ま
市
で
も
同
様
な
取
り
組
み
を
希
望

す
る
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

質
疑
応
答
に
も
丁
寧
に
お
返
事
頂

き
今
後
の
取
り
組
み
に
期
待
し
ま

す
。
質
問
の
多
く
は
、
さ
い
た
ま
市

に
も
同
じ
働
き
方
を
地
域
企
業
や
商

店
街
で
実
践
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
？

と
の
声
が
多
く
出
ま
し
た
。

新
し
い
考
え
方
な
の
で
、
障
害
の

あ
る
人
だ
け
で
な
く
、
介
護
す
る
家

族
の
い
る
方
・
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
・

引
き
こ
も
り
の
方
・
ホ
ー
ム
レ
ス
・

貧
困
層
か
ら
の
脱
却
の
方
法
に
と

色
々
な
立
場
の
方
の
働
き
方
の
一
つ

に
な
る
事
を
目
指
し
て
い
る
点
に
大

き
な
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

「
新
し
い
働
き
方
」

を
デ
ザ
イ
ン
す
る

今
年
度
も
「
生
活
訓
練
事
業
」
と

「
家
族
教
室
事
業
」を
開
催
し
ま
し
た
。

生
活
訓
練
事
業
で
の
テ
ー
マ
は

「
プ
ラ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
で
、
講

師
は
前
回
に
引
き
続
き
、
岡
本
か
お

り
氏
で
し
た
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し

て
Ｔ
Ａ
ａ
Ｋ
Ａ
氏
に
も
お
越
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

岡
本
氏
の
講
演
は
、
「
あ
り
が
と

う
」
の
言
葉
で
人
を
思
い
や
る
気
持

ち
に
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
内
容
を
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

人
の
悪
口
を
言
う
こ
と
で
、
仲
間

と
の
関
係
が
ぎ
く
し
ゃ
く
し
て
い
る

中
で
、
あ
の
仲
間
が
い
な
か
っ
た

ら
、
チ
ー
ム
は
成
り
立
た
な
い
と
い

う
こ
と
を
認
識
し
て
、
「
あ
り
が
と

う
、
仲
間
が
い
て
よ
か
っ
た
」
こ
と

か
ら
、「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言

葉
が
本
当
に
よ
い
言
葉
だ
と
講
師
は

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

私
も
「
人
を
思
い
や
る
こ
と
は
大

切
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

家
族
教
室
事
業
で
は
前
年
度
に
引

き
続
き
、
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の

た
め
の
「
手
話
教
室
」
を
、
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
も
た
く
さ
ん
の
当
事

者
が
参
加
し
ま
し
た
。

や
は
り
、
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
も
必
要

だ
が
、
手
話
を
も
っ
と
覚
え
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
う
い
う
方
た
ち
の
た
め
に
も
、
今

年
度
は
「
手
話
教
室
」
の
回
数
を
増

や
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
予
算

の
関
係
で
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

昨
年
度
に
は
な
か
っ
た
特
別
講
演

を
企
画
し
、
要
約
筆
記
者
派
遣
事
業

を
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と

講
演
し
て

い
た
だ
き

ま
し
た
。

中
途
失
聴

者
・
難
聴

者
に
も
ど

ん
ど
ん
派

遣
事
業
を

利
用
し
て

頂
け
る
と

良
い
な
と

思
っ
て
い

ま
す
。

（
超
短
時
間
雇
用
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
モ
デ
ル
）

さ
い
た
ま
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会　

黒
澤　

篤
子

さ
い
た
ま
市
聴
覚
障
害
者
協
会　

青
山　

淑
子

生
活
訓
練
事
業
と

家
族
教
室
事
業
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「
精
神
科
医
療
は
ど
う
変
わ
る
べ

き
か
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会

（
精
神
家
族
会
教
室
主
催
）
が
２
月

23
日
、
浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
70
人
が
聴
講
し
た
。
や

ど
か
り
の
里
常
務
理
事
・
増
田
一
世

氏
は
、
精
神
医
療
の
問
題
点
、
や
ど

か
り
の
里
の
現
状
・
展
望
、
地
域
医

療
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
つ
い
て
の
考

え
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

精
神
障
害
が
あ
る
人
の
地
域
生
活

を
支
え
て
い
る
増
田
氏
は
「
生
産
性

や
経
済
性
の
な
い
人
に
は
生
き
づ
ら

い
風
潮
が
あ
り
ま
す
。
大
切
な
『
価

値
』
は
生
産
性
だ
け
で
は
な
く
、
新

た
な
生
き
方
を
模
索
す
る
こ
と
も
必

要
で
す
」
と
述
べ
、
日
本
の
精
神
医

療
の
歴
史
を
学
ぶ
意
味
で
、
全
国
の

患
者
の
処
遇
を
告
発
し
た
映
画
「
夜

明
け
前
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

■
映
画
「
夜
明
け
前
」

こ
の
映
画
は
、
日
本
の
精
神
医
療

の
先
駆
者
で
あ
る
呉
秀
三
教
授
の
足

跡
を
た
ど
り
、
現
在
に
も
続
い
て
い

る
精
神
医
療
の
問
題
を
探
る
作
品
で

す
。
日
本
の
精
神
科
病
床
の
多
さ
は

ど
こ
に
起
因
す
る
の
か
、
考
え
て
い

く
契
機
と
な
る
と
思
い
ま
す
。
精
神

科
医
・
岡
田
靖
雄
先
生
が
「
自
宅
監

置
は
な
く
な
っ
て
も
、
今
は
病
院
監

置
で
す
よ
ね
」
と
語
っ
て
い
る
。

■
「
歴
史
に
学
ぶ
」

増
田
氏
は
「
歴
史
は
大
切
。
過
去

を
批
判
す
る
よ
り
、
理
解
し
て
い
く

こ
と
が
今
後
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」

と
話
し
た
。「
相
馬
事
件
」（
明
治

20
年
）
を
契
機
と
し
、『
精
神
病
者

監
護
法
』（
明
治
33
年
）
が
成
立
。

こ
の
法
律
は
精
神
障
害
者
を
警
察
署

の
管
理
下
の
も
と
、「
私
宅
監
置
」

（
座
敷
牢
）
す
る
の
が
目
的
で
あ

り
、
制
度
は
家
族
に
責
任
を
負
わ
し

て
い
る
。『
精
神
衛
生
法
』（
昭
和

25
年
）
が
成
立
。
骨
子
は
「
私
宅
監

置
」
の
廃
止
・
都
道
府
県
立
精
神
病

院
の
設
置
義
務
・
措
置
入
院
と
保
護

義
務
者
に
よ
る
同
意
入
院
―
と
な
っ

て
い
る
。

■
尾
を
引
く
『
精
神
科
特
例
』

国
は
予
算
を
戦
争
に
使
っ
た
た
め

財
源
不
足
に
陥
り
、
病
床
数
も
減
少

し
た
。
公
的
な
精
神
病
院
計
画
が
進

ま
ず
、
厚
生
省
は
精
神
科
病
院
を
作

り
易
い
よ
う
に
、
医
療
法
の
『
精
神

科
特
例
』（
昭
和
33
年
、
医
師
は
一

般
科
の
３
分
の
１
・
看
護
職
は
一
般

科
の
３
分
の
２
）
を
実
施
し
、
民
間

に
よ
る
精
神
病
床
を
推
進
し
た
。
経

営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
少
な
い
ス

タ
ッ
フ
、
多
数
の
入
院
患
者
で
病
床

を
満
杯
に
す
る
こ
と
に
よ
り
経
営
を

成
立
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
入
院
患

者
は
薬
物
療
法
が
中
心
と
な
り
、
長

期
入
院
と
な
っ
た
。
患
者
に
他
の
選

択
肢
が
な
く
、
病
院
が
暮
ら
し
の
場

と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
状
は
、

い
ま
だ
に
尾
を
引
い
て
い
る
。

■
「
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
事
件
」

精
神
分
裂
症
の
青
年
に
ナ
イ
フ
で

足
の
太
腿
を
刺
さ
れ
て
重
症
を
負
っ

た
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
米
駐
日
大
使
刺
殺

事
件
（
昭
和
39
年
）。
こ
の
事
件
に

よ
り
、「
全
国
に
百
余
万
人
の
病
質

者
野
放
し
」
と
い
う
見
出
し
を
掲
げ

た
新
聞
報
道
も
あ
り
、
社
会
問
題
に

も
な
っ
た
。
精
神
科
医
の
岡
田
先
生

な
ど
が
中
心
と
な
り
、『
精
神
衛
生

法
』
の
改
正
に
向
け
て
議
論
が
展
開

さ
れ
、
全
家
連
が
設
立
。
翌
年
『
精

神
衛
生
法
改
正
』
が
成
立
。
改
正
内

容
は
、精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・

緊
急
入
院
制
度
の
設
置
・
通
院
医
療

費
公
費
負
担
制
度
の
新
設
―
な
ど
。

■
「
ク
ラ
ー
ク
勧
告
」
拒
否

Ｄ
Ｈ
ク
ラ
ー
ク
氏
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
か

ら
派
遣
さ
れ
、
地
域
福
祉
を
充
実
す

る
た
め
、
担
当
者
に
研
修
を
受
け
さ

せ
専
門
性
を
高
め
て
地
域
ケ
ア
を
行

う
な
ど
の
「
ク
ラ
ー
ク
勧
告
」
（
昭

和
43
年
）
を
日
本
政
府
に
提
言
。
当

時
、
日
本
は
入
院
中
心
の
医
療
体
制

で
あ
り
、
こ
の
勧
告
を
拒
否
し
た
。

入
院
患
者
２
人
が
看
護
者
の
暴

行
で
死
亡
し
た
「
宇
都
宮
病
院
事

件
」（
昭
和
59
年
）
を
契
機
に
、
医

療
の
見
直
し
が
始
ま
り
、『
精
神
保

健
法
』（
昭
和
62
年
）
が
制
定
さ
れ

た
。
本
人
の
意
思
に
よ
る
「
任
意
入

院
」
が
初
め
て
法
制
化
さ
れ
、
精
神

障
害
者
社
会
復
帰
施
設
法
定
化
に
よ

り
、
や
ど
か
り
の
里
の
よ
う
な
福
祉

活
動
も
認
め
ら
れ
た
。

増
田
氏
は
「
や
ど
か
り
の
里
は
大

「
精
神
科
医
療
は
ど
う
変
わ
る
べ
き
か
」

講
師　
や
ど
か
り
の
里
　
常
務
理
事　

増
田　

一
世 

氏
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去
る
令
和
元
年
9
月
28
日（
土
）13

時
半
か
ら
浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
第
15
集
会
室
に
て
令
和
元
年
度

さ
い
た
ま
市
障
害
者
社
会
参
加
推
進

セ
ン
タ
ー
生
活
訓
練
事
業
の
一
環
と

し
て　

埼
玉
県
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

宮
厚
生
病
院
と
連
携
し
、
退
院
後
の

居
場
所
を
考
え
た
い
。
退
院
す
れ
ば

一
人
の
人
間
と
し
て
見
る
。
病
人
で

は
な
い
。
地
域
の
仲
間
の
支
え
が
あ

れ
ば
出
来
る
」「
自
分
を
認
め
て
も

ら
う
こ
と
で
回
復
に
つ
な
が
る
。
当

事
者
が
生
き
た
い
方
向
を
目
指
す
場

に
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

□
ご
意
見
・
ご
感
想

話
の
内
容
に
関
心
が
高
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
多
く
の
ご
意
見
・
ご
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▽
精
神
医
療
の
歴
史
を
聞
け
て

良
か
っ
た
（
７
人
）
▽
進
ま
な
い

精
神
医
療
改
革
が
歯
が
ゆ
い
思

い
。
署
名
の
協
力
は
し
て
い
る

が
、「
精
神
科
特
例
」
の
廃
止
を

早
く
▽
42
年
の
活
動
に
感
謝
致

し
こ
れ
か
ら
も
お
願
い
し
ま
す
。

家
族
も
ど
う
あ
る
べ
き
か
変
え
る

べ
き
か
考
え
た
い
▽
息
子
が
長
期
入

院
中
で
医
師
や
看
護
婦
の
忙
し
さ
を

面
会
時
に
い
つ
も
感
じ
る
▽
変
革
の

声
を
上
げ
な
い
と
今
の
制
度
は
変
わ

ら
な
い
。
増
田
氏
に
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
現
場
か
ら
の
小
さ
な
声

を
大
き
く
し
て
い
け
る
よ
う
に
応
援

し
て
い
き
た
い
▽
さ
い
た
ま
市
で
訪

問
看
護
事
業
の
設
立
を
予
定
し
て
い

る
。
是
非
一
緒
に
活
動
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
。

さ
い
た
ま
市
精
神
障
害
者
家
族
会
連
絡
会�

�

鈴
木　

義
男

第
８
回　

障
害
が
あ
っ
て
も
あ
た
り
ま
え
に

生
き
た
い
ん
で
す
！
埼
玉
県
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会
さ
い
た
ま
市
支
部　

猪
瀬　

剛

協
会
さ
い
た
ま
市
支
部
の
『
第
８
回

障
害
が
あ
っ
て
も
あ
た
り
ま
え
に
生

き
た
い
ん
で
す
！
』
を
開
催
。
約
50

名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
師
は
２
名
。
矢
口
教

介
さ
ん
（
肢
体
型
筋
ジ
ス
ト
ロ

フ
ィ
ー
）
演
題
『
守
ら
れ
た
世
界
か

ら
飛
び
出
し
て
自
分
ら
し
く
笑
顔
で

生
き
る
』
矢
口
さ
ん
は
栃
木
県
生
ま

れ
病
院
に
隣
接
す
る
特
別
支
援
学
校

で
小
学
校
・
中
等
部
・
高
等
部
を
過

ご
す
。
29
歳
の
春
に
さ
い
た
ま
市
で

自
立
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。
今

年
6
月
か
ら
全
国
初
の
さ
い
た
ま
市

独
自
就
労
支
援
を
利
用
し
て
就
労
中

も
介
助
を
受
け
な
が
ら
在
宅
勤
務
を

継
続
し
て
い
る
経
過
や
決
意
を
話
し

た
。も

う
ひ
と
方
の
講
師
は
児
玉
慶
子

さ
ん
（
家
族
性
A
L
S
）
演
題
『
家

族
性
A
L
S
〜
患
者
家
族
か
ら
患
者

本
人
と
な
っ
て
』
5
歳
の
時
に
母
親

が
A
L
S
を
発
症
、
家
族
で
介
護
を

し
な
が
ら
学
生
や
社
会
人
生
活
を
送

る
も
31
歳
の
時
に
自
身
も
A
L
S
を

発
症
。
自
立
生
活
の
先
輩
に
協
力
し

て
も
ら
い
、
現
在
は
実
家
を
出
て
自

立
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
病
気
と
闘

う
児
玉
さ
ん
か
ら
は
生
き
る
強
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
講
演
中
に
お
付
き
合

い
さ
れ
て
い
る
方
に
涙
な
が
ら
の

『
あ
り
が
と
う
』
と
感
謝
を
伝
え
た

時
、
会
場
で
は
も
ら
い
泣
き
さ
れ
る

方
も
い
ま
し
た
。

講
師
の
お
二
人
と
も
重
度
で
難
病

を
持
っ
て
い
る
事
で
大
変
事
も
多
い

が
毎
日
を
清
々
と
明
る
く
強
く
生
き

て
い
る
お
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。
貴

重
な
お
話
が
聞
け
て
有
意
義
な
時
間

で
し
た
。
ま
た
来
年
度
も
開
催
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
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今
年
度
の
生
活
訓
練
事
業
で
は
、

厚
労
省
職
員
及
び
神
奈
川
県
視
覚
障

害
者
福
祉
協
会
理
事
長
鈴
木
様
を
講

師
に
、
視
覚
障
害
者
の
意
思
疎
通
支

援
事
業
に
関
す
る
勉
強
会
を
行
い
ま

し
た
。

意
思
疎
通
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
、
地
域
生
活
支
援
事
業
の
都
道
府

県
及
び
市
町
村
必
須
事
業
と
し
て
、

地
域
の
実
情
や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
事
業
実
施
が
出
来
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
事
業
対
象
に
は
、
視
覚
障
害

者
の
日
常
生
活
に
必
須
の
点
訳
・
代

筆
・
代
読
・
音
声
訳
な
ど
に
よ
る
支

援
事
業
な
ど
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
取
組
が
ほ

と
ん
ど
進
ん
で
い
な
い
状
況
を
知
り

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

視
覚
障
害
者
の
日
常
生
活
に
お
い

て
読
み
書
き
の
支
援
は
欠
か
せ
な
い

令
和
元
年
10
月
6
日
、
み
っ
く
す

ビ
ー
ト
と
し
て
初
め
て
生
活
訓
練
事

業
を
実
施
し
ま
し
た
。
か
ね
て
か
ら

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
コ
ン
サ
ー
ト
に

行
っ
て
い
た
和
楽
器
奏
者
の
“
鳴

り
物
師　

秀

－

H
I
D
E

－

”
さ
ん

と
、“
篠
笛
奏
者　

山
田
路
子
”
さ

ん
（
A
U
N 

J
ク
ラ
シ
ッ
ク
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
）
ら
を
是
非
と
も
お
呼
び

し
た
い
と
思
い
付
き
ま
し
た
。

本
来
な
ら
ば
こ
の
よ
う
な
催
し
に

気
軽
に
呼
べ
な
い
よ
う
な
超
一
流
の

方
々
で
す
が
、
元
輪
っ
ふ
る
の
Ｗ
さ

ん
の
計
ら
い
で
お
声
を
掛
け
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
日
は
障
が
い
者
週

間
に
当
た
る
日
だ
っ
た
こ
と
が
後
で

分
か
り
会
場
の
手
配
や
人
集
め
が
厳

し
く
、
何
度
も
と
ん
挫
の
危
機
が
あ

り
ま
し
た
。

お
二
人
と
も
多
忙
な
中
、
打
ち
合

わ
せ
も
ほ
と
ん
ど
な
い
ま
ま
で
の
大

変
不
安
な
当
日
を
迎
え
ま
し
た
が
、

70
名
を
超
え
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
方
々

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
時
間
を
忘
れ

る
素
晴
ら
し
い
和
楽
器
演
奏
と
障
が

い
が
あ
る
人
も
な
い
人
も
大
人
も
子

供
も
、
皆
が
弾
い
て
楽
し
め
る
コ
ー

ナ
ー
を
実
現
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

和
楽
器
の
音
色
で

楽
し
く
遊
ぼ
う

視
覚
障
害
者
の

意
思
疎
通
支
援
事
業

さ
い
た
ま
市
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会　

藤
崎　

明
美

み
っ
く
す
ビ
ー
ト　

神
田　

正
子

も
の
で
す
。

し
か
し
代
読
代
筆
専
門
の
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
そ
の
支
援

に
従
事
す
る
人
材
も
い
ま
せ
ん
。
い

つ
で
も
自
宅
で
手
紙
や
書
類
を
読
ん

で
く
れ
た
り
代
筆
し
て
く
れ
る
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
た
ら
ど
ん
な
に
助

か
る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

一
日
も
早
く
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
必

須
の
事
業
と
し
て
代
筆
代
読
の
支
援

者
の
養
成
と
派
遣
事
業
が
明
確
に

な
っ
て
い
く
よ
う
視
覚
障
害
者
当
事

者
と
し
て
強
く
働
き
掛
け
て
い
か
な

く
て
は
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
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２
０
１
９
年
11
月
30
日（
土
）浦
和

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
第
14
集
会

室
に
て
、
ウ
ィ
ー
ズ
生
活
訓
練
〜
共

に
作
ろ
う
み
ん
な
の
輪
パ
ー
ト
12
〜

が
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
聖
学
院

大
学
教
授
の
相
川
章
子
先
生
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
テ
ー
マ
は
「
よ
り
よ

い
人
間
関
係
を
つ
く
る
た
め
に
パ
ー

ト
２
」
と
し
ま
し
た
。
先
生
は
座
学

だ
け
で
な
く
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も

交
え
な
が
ら
、
実
践
的
に
教
え
て
下

さ
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
で
自
己
紹
介

を
し
て
、
み
ん
な
で
話
す
の
で
す

が
、
人
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
が

あ
っ
て
、「
自
分
も
人
も
知
っ
て
い
る

私
」「
自
分
は
知
っ
て
い
る
け
ど
、

人
は
知
ら
な
い
私
」「
自
分
は
知
ら

な
か
っ
た
け
ど
、
人
か
ら
見
え
て
い

る
私
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
自
分
で

意
識
し
て
い
た
長
所
に
加
え
、
人
か

ら
褒
め
て
も
ら
う
こ
と
で
、
自
分
で

は
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
長
所
に
も

気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
う

11
月
18
日（
月
）鴻
沼
福
祉
会
常
務

理
事
斎
藤
な
を
子
氏
を
講
師
に
お
招

き
し
、
災
害
時
対
策
を
考
え
る
家
族

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
折
し
も
台

風
19
号
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
目
の

当
た
り
に
し
た
直
後
で
、
緊
張
感
で

張
り
詰
め
た
会
場
と
な
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
直
後
か
ら
被
災
地

に
入
ら
れ
、
そ
の
後
支
援
を
続
け
て

こ
ら
れ
た
ご
経
験
か
ら
語
ら
れ
る
、

あ
ら
ゆ
る
困
難
に
改
め
て
障
害
者
の

過
酷
な
現
実
を
思
い
知
り
ま
し
た
。

特
に
、
障
害
の
あ
る
人
の
死
亡
率
が

全
住
民
の
２
倍
で
あ
っ
た
こ
と
や
、

個
人
情
報
保
護
法
の
壁
が
支
援
の
妨

げ
に
な
っ
た
こ
と
は
衝
撃
で
し
た
。

障
害
の
状
態
、
家
族
の
状
況
や
環

境
は
さ
ま
ざ
ま
な
の
で
、
ま
ず
「
自

分
の
安
全
確
認
訓
練
」
を
行
う
こ
と

と
、
公
的
な
「
要
援
護
者
の
個
別
対

応
」
を
求
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
学
び
ま
し
た
。
実
態
把
握
、

検
証
作
業
、
障
害
者
の
参
加
に
よ
る

災
害
対
策
づ
く
り
が
急
が
れ
ま
す
。

意
見
交
換
で
は
、
避
難
所
の
問
題

が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
終
了
後

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
重
度
障
害
者

が
対
応
で
き
る
居
場
所
の
確
保
を
願

う
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
水
害
が
起
き
た
と
き
、
家
の
２

階
に
上
が
り
た
い
け
れ
ど
も
、
両
親

が
高
齢
で
自
分
を
上
げ
る
こ
と
が
出

来
な
い
」
と
い
う
車
椅
子
の
当
事
者

の
言
葉
が
、
心
に
重
く
残
る
家
族
教

室
と
な
り
ま
し
た
。

重
度
障
害
者
と
災
害

「
生
活
訓
練
を
終
え
て
」

さ
い
た
ま
市
精
神
障
害
当
事
者
会
ウ
ィ
ー
ズ　

稲
葉　

晃

さ
い
た
ま
市
肢
体
不
自
由
児
・
者
父
母
の
会　

泉　

千
恵
子

一
つ
の
テ
ー
マ
は
「
Ｉ
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
と
い
う
物
で
す
。
人
と
話
す
時

「（
私
は
）
こ
う
思
う
」
と
一
人
称

で
話
し
ま
す
。
例
え
ば
旦
那
さ
ん

の
お
酒
を
止
め
さ
せ
た
い
時
「（
私

は
）
あ
な
た
の
体
が
心
配
な
の
」
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。
私
の
表
現
力
で

は
こ
の
辺
り
が
限
界
で
す
が
、
先
生

に
は
、
こ
こ
で
は
書
き
切
れ
な
い
中

身
の
濃
い
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の

他
、
さ
い
た
ま
市
、
さ
い
た
ま
市
障

害
者
協
議
会
の
関
係
の
方
に
も
本
当

に
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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編
集
後
記

現
在
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を

奮
っ
て
い
ま
す
。
学
校
や
各
施
設
は
閉

所
。
イ
ベ
ン
ト
や
会
議
も
中
止
に
追
い

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
ふ
れ
あ

い
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
例
外
で
は
な
く
長

い
間
、
閉
館
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

非
常
時
の
中
で
我
々
に
な
に
が
で
き
る

か
を
考
え
て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
や
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
買
い
占
め
は
少
な

く
と
も
や
め
て
ほ
し
い
で
す
。

さ
い
た
ま
市
障
害
者
協
議
会
で
も
理

事
会
や
三
役
会
が
滞
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
先
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
？
と
不
安
が

増
し
て
も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に

歴
史
の
転
換
期
に
な
っ
た
と
私
は
思
い

ま
す
。

�

（
竹
内　

政
治
）

発　
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中
野　

勇

令
和
元
年
12
月
22
日（
日
）さ
い
た

ま
市
浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

音
楽
室
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
ご

自
身
も
歌
声
ひ
ろ
ば
を
指
導
、
開
催

し
て
い
る
山
田
ち
づ
子
氏
に
講
師
を

依
頼
し
ま
し
た
ら
快
く
承
諾
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
山
田
氏
の
歌
声
、

ピ
ア
ノ
伴
奏
、
そ
し
て
沖
縄
の
三
線

の
演
奏
も
加
わ
り
参
加
者
と
も
に
大

変
に
ぎ
や
か
に
、
終
わ
り
ま
し
た
。

前
半
は
、
山
田
氏
の
指
導
の
も
と

季
節
の
歌
、
懐
か
し
い
歌
、
童
謡
を

中
心
に
歌
い
あ
げ
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト

タ
イ
ム
と
し
て
三
線
の
グ
ル
ー
プ
の

皆
さ
ん
の
演
奏
で
沖
縄
の
音
楽
を
中

心
に
歌
い
ま
し
た
。
三
線
の
独
特
の

音
色
、
笛
の
音
、
そ
し
て
独
特
の
音

階
に
は
み
な
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
最
後
は
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ

手
話
応
援
の
振
り
付
け
を
し
た
、
大

宮
ろ
う
学
校
の
先
生
の
手
話
を
付
け

た
歌
を
教
え
て
も
ら
い
、
手
話
を
交

え
て
歌
い
ま
し
た
。

今
回
は
80
人
を
超
え
る
人
が
集
ま

り
、
会
場
の
係
り
の
方
に
定
員
オ
ー

バ
ー
の
注
意
を
受
け
て
し
ま
う
ほ
ど

で
し
た
。
近
年
な
か
な
か
人
が
集
ま

ら
な
い
状
態
で
し
た
が
、
市
報
を
見

て
来
場
し
た
人
が
多
か
っ
た
よ
う
で

す
。
企
画
構
成
も
山
田
氏
と
相
談

し
、
障
害
者
と
共
に
全
員
大
き
な
声

を
出
し
て
歌
い
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
せ
ま
し
た
こ
と
、
私
た
ち
の
新
し

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

見
・
早
期
治
療
」に
つ
な
げ
ら
れ
る
と

考
え
て
い
る
。数
十
年
前
ま
で
は
、「
肝

臓
病
」と
い
え
ば
過
度
な
飲
酒
が
原

因
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
が
発
見
さ
れ
て
か
ら
は
肝
臓
病

の
大
部
分
は
「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患

者
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

毎
年
、
お
よ
そ
３
万
人
前
後
の
方

が
「
肝
臓
が
ん
」
で
亡
く
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
７
割
か
ら
８
割
の
方
は

Ｂ
型
・
Ｃ
型
と
い
う
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

患
者
で
あ
り
、“
肝
が
ん
撲
滅
”
の

た
め
に
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
患
者
を
早

期
に
発
見
し
、
早
期
治
療
を
し
て
重

症
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
肝
臓
病
の

知
識
を
深
め
て
貰
う
必
要
が
あ
る
。

肝
炎
対
策
と
し
て
国
は
無
料
で
肝
炎

検
査
を
行
え
る
仕
組
み
を
作
り
、
治

療
費
の
助
成
も
出
来
て
い
る
。
新
薬

の
開
発
も
進
み
、
肝
炎
患
者
の
大
部

分
を
占
め
る
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は

90
％
以
上
陰
性
化
出
来
る
時
代
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
早
期
発
見
の
た

め
の
肝
炎
検
査
を
受
け
る
人
が
少
な

い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
参
加
者
の

感
想
・
意
見
は
概
ね
「
分
か
り
や
す

か
っ
た
。
理
解
出
来
た
。
勉
強
に

な
っ
た
。」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
寄

せ
ら
れ
て
い
た
。

N
P
O
法
人
さ
い
た
ま
市
障
害
難

病
団
体
協
議
会
と
埼
玉
肝
臓
友
の
会

で
、
令
和
元
年
度
の
さ
い
た
ま
市
障

害
者
社
会
参
加
推
進
事
業
「
家
族
教

室
」
を
、
令
和
２
年
１
月
28
日（
火
）

大
宮
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

の
会
議
室
で
開
催
し
た
。

「
沈
黙
の
臓
器
」と
い
わ
れ
、重
度
の

肝
硬
変
や
肝
臓
が
ん
に
進
行
し
て
か

ら
病
院
の
診
察
を
受
け
る
と
い
う
患

者
も
多
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
講
演

会
を
開
催
す
る
事
に
よ
り
「
早
期
発

「
大
き
な
声
で
、
み
ん
な
で

楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
！

う
た
ご
え
ひ
ろ
ば
」

「
肝
臓
病
っ
て
な
あ
に
」

〜
わ
か
り
や
す
い
肝
臓
病
の
お
話
し
〜

埼
玉
県
自
閉
症
協
会
さ
い
た
ま
市
地
区　

米
山　

恵
美
子

埼
玉
肝
臓
友
の
会
　
会
長　

渡
辺　

孝

令和2年 3月31日（ ）8さいたま市障害者社会参加推進センターだより第37号


